
競技名　　　水球    　　

１、大会名称

２、主催

３、主管

４、参加大学

５、大会期間

６、開催会場

７、参加資格

８、大会形式

(1)　競技時間

  1日目：10分×２ピリオド

  ・各ピリオド残り1分までランニングタイム。最後 1分は正規時間。

  ・インターバルは１分とする。

  ・コートチェンジは行わない。

  2日目：ゲームNo.：5分×４ピリオド、ゲームNo.：7分×４ピリオド

  ・いずれも正規時間で行う。

  ・インターバルは１ピリオド・２ピリオド間、３ピリオド・４ピリオド間について

は２分、２ピリオド・３ピリオド間については３分とする。

  ・２ピリオド・３ピリオド間にコートチェンジを行う。

(2)　タイムアウト

  1日目は一切行使することができず、2日目に限って2回行使することができる。行

使方法については（公財）日本水泳連盟水球競技規則に則る。

(3)　その他

  ・ ベンチには、６名までの交代選手、監督1名、コーチ2名が入ることができる。

  ・ ベンチサイドは本部席から見て左側を白チーム、右側を青チームとする。

  ・ 招集は試合開始15分前に行う。

  ・ メンバー表

  １日目

     出場可能性のあるメンバー全員について、15名を上限としてメンバー表を作成

し、会場到着後直ちに本部席に提出すること。１日を通してその表に従った帽子を

着用すること。

　２日目

       試合ごとに試合開始60分前までに本部席に提出すること。ただし、１日を通して

出場メンバーに変更がない場合は一試合目のメンバー表を他の試合に使用すること

ができる。

９、試合形式
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(1)　各大学チーム所属の大学学部生である男女。ただし、次の場合には二日目への
出場を認めない。

 (ア)七大学に在籍しない者
 (イ)七大学の６年制学部に在籍する者であって当該学部に４年以上在籍する者。在
籍期間の算出にあたりチームへの所属年数、本大会への出場回数は考慮されない。
(2)　参加選手はスポーツ保険に加入すること。

1日目に総当たり戦、2日目にトーナメント形式による順位決定戦を行う。



１０、競技規則

１１、競技進行予定

1日目

10:00～競技開始

　　　各大学総当たり

12:30～昼休み(60分)

13:30～競技再開

16:00終了

二日目

10:00～競技開始

トーナメント

16:00閉会式

(1)　競技時間

  1日目：10分×２ピリオド

  ・各ピリオド残り1分までランニングタイム。最後 1分は正規時間。

  ・インターバルは１分とする。

  ・コートチェンジは行わない。

  2日目：ゲームNo.：5分×４ピリオド、ゲームNo.：7分×４ピリオド

  ・いずれも正規時間で行う。

  ・インターバルは１ピリオド・２ピリオド間、３ピリオド・４ピリオド間について

は２分、２ピリオド・３ピリオド間については３分とする。

  ・２ピリオド・３ピリオド間にコートチェンジを行う。

(2)　タイムアウト

  1日目は一切行使することができず、2日目に限って2回行使することができる。行

使方法については（公財）日本水泳連盟水球競技規則に則る。

(3)　その他

  ・ ベンチには、６名までの交代選手、監督1名、コーチ2名が入ることができる。

  ・ ベンチサイドは本部席から見て左側を白チーム、右側を青チームとする。

  ・ 招集は試合開始15分前に行う。

  ・ メンバー表

  １日目

     出場可能性のあるメンバー全員について、15名を上限としてメンバー表を作成

し、会場到着後直ちに本部席に提出すること。１日を通してその表に従った帽子を

着用すること。

　２日目

       試合ごとに試合開始60分前までに本部席に提出すること。ただし、１日を通して

出場メンバーに変更がない場合は一試合目のメンバー表を他の試合に使用すること

ができる。

(公財)日本水泳連盟水球競技規則および水球競技一般規則によって行う。

ただし、新ルールに適合するゴールキーパーの帽子を準備していないチームについ

ては、帽子の色についての新ルールを適用しない。

９、試合形式



１２、総合順位決定法

１３、表彰

１４、その他

(1)　1日目総当たり戦では、勝ちを２点、同点の場合は１点、負けを０点とする勝ち

点制により順位を決する。同点の場合であっても1日目においてはPSOを行わない。

(2)　1日目総当たり戦において、２チームの勝点が同点の場合は、対象チームの直接

対戦成績を以って順位を決する。直接対戦が同点だった場合、他チームとの対戦成

績に基づいて順位を決定する。まず得失点差を比較し、次に得点を比較する。この

とき、順位の最も高いチームから１チームずつ順次比較していく。それでもなお同

点だった場合は、主将による抽選で順位を決定する。

(3)　1日目総当たり戦において、３チーム以上の勝点が同点の場合は、対象チームの

直接対戦成績を以って順位を決する。まず、対象チーム間の勝点、その次に得失点

差、最後に総得点を比較する。この時、対象チームが２チームに減った段階で、上

記(2)を適用する。

(4)　2日目順位決定戦において第４ピリオド終了時に同点の場合は、（公財）日本水

泳連盟水球競技規則に則りペナルティシュート戦にて勝敗を決する。この場合、第

４ピリオド終了後３分を経過した時点でペナルティシュート戦を開始する。

(5)　2日目順位決定戦においてのみ15点差がついた時点でコールドゲームとし試合を

終了する。

(6)　試合不成立の場合は、不参加または失格したチームを０対15にて不戦敗とす

る。

総合順位が１～３位のチームに表彰を行う。

また、MVP賞として二日間のすべての試合を通して最も多く得点をとった者１名に

得点王として表彰を行う。２人以上が並ぶ場合は二日目の得点数によって決する。

これによっても１名に定まらない場合はその者が所属するチームの順位によって決

する。

一日目はゴールなどのプールの片付けの手間を考え一日中借ります



(1)　競技時間

  1日目：10分×２ピリオド

  ・各ピリオド残り1分までランニングタイム。最後 1分は正規時間。

  ・インターバルは１分とする。

  ・コートチェンジは行わない。

  2日目：ゲームNo.：5分×４ピリオド、ゲームNo.：7分×４ピリオド

  ・いずれも正規時間で行う。

  ・インターバルは１ピリオド・２ピリオド間、３ピリオド・４ピリオド間について

は２分、２ピリオド・３ピリオド間については３分とする。

  ・２ピリオド・３ピリオド間にコートチェンジを行う。

(2)　タイムアウト

  1日目は一切行使することができず、2日目に限って2回行使することができる。行

使方法については（公財）日本水泳連盟水球競技規則に則る。

(3)　その他

  ・ ベンチには、６名までの交代選手、監督1名、コーチ2名が入ることができる。

  ・ ベンチサイドは本部席から見て左側を白チーム、右側を青チームとする。

  ・ 招集は試合開始15分前に行う。

  ・ メンバー表

  １日目

     出場可能性のあるメンバー全員について、15名を上限としてメンバー表を作成

し、会場到着後直ちに本部席に提出すること。１日を通してその表に従った帽子を

着用すること。

　２日目

       試合ごとに試合開始60分前までに本部席に提出すること。ただし、１日を通して

出場メンバーに変更がない場合は一試合目のメンバー表を他の試合に使用すること

ができる。

競技番号　　21　　　　　　　

第63回全国七大学総合体育大会
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大学体育会、京都大学体育会、大阪大学体育会、九州大学体育総務委員会
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2023年8月17・18日

愛知県口論義運動公園

(1)　各大学チーム所属の大学学部生である男女。ただし、次の場合には二日目への
出場を認めない。

 (ア)七大学に在籍しない者
 (イ)七大学の６年制学部に在籍する者であって当該学部に４年以上在籍する者。在
籍期間の算出にあたりチームへの所属年数、本大会への出場回数は考慮されない。
(2)　参加選手はスポーツ保険に加入すること。

1日目に総当たり戦、2日目にトーナメント形式による順位決定戦を行う。



1日目

10:00～競技開始

　　　各大学総当たり

12:30～昼休み(60分)

13:30～競技再開

16:00終了

二日目

10:00～競技開始

トーナメント

16:00閉会式

(1)　競技時間

  1日目：10分×２ピリオド

  ・各ピリオド残り1分までランニングタイム。最後 1分は正規時間。

  ・インターバルは１分とする。

  ・コートチェンジは行わない。

  2日目：ゲームNo.：5分×４ピリオド、ゲームNo.：7分×４ピリオド

  ・いずれも正規時間で行う。

  ・インターバルは１ピリオド・２ピリオド間、３ピリオド・４ピリオド間について

は２分、２ピリオド・３ピリオド間については３分とする。

  ・２ピリオド・３ピリオド間にコートチェンジを行う。

(2)　タイムアウト

  1日目は一切行使することができず、2日目に限って2回行使することができる。行

使方法については（公財）日本水泳連盟水球競技規則に則る。

(3)　その他

  ・ ベンチには、６名までの交代選手、監督1名、コーチ2名が入ることができる。

  ・ ベンチサイドは本部席から見て左側を白チーム、右側を青チームとする。

  ・ 招集は試合開始15分前に行う。

  ・ メンバー表

  １日目

     出場可能性のあるメンバー全員について、15名を上限としてメンバー表を作成

し、会場到着後直ちに本部席に提出すること。１日を通してその表に従った帽子を

着用すること。

　２日目

       試合ごとに試合開始60分前までに本部席に提出すること。ただし、１日を通して

出場メンバーに変更がない場合は一試合目のメンバー表を他の試合に使用すること

ができる。

(公財)日本水泳連盟水球競技規則および水球競技一般規則によって行う。

ただし、新ルールに適合するゴールキーパーの帽子を準備していないチームについ

ては、帽子の色についての新ルールを適用しない。



(1)　1日目総当たり戦では、勝ちを２点、同点の場合は１点、負けを０点とする勝ち

点制により順位を決する。同点の場合であっても1日目においてはPSOを行わない。

(2)　1日目総当たり戦において、２チームの勝点が同点の場合は、対象チームの直接

対戦成績を以って順位を決する。直接対戦が同点だった場合、他チームとの対戦成

績に基づいて順位を決定する。まず得失点差を比較し、次に得点を比較する。この

とき、順位の最も高いチームから１チームずつ順次比較していく。それでもなお同

点だった場合は、主将による抽選で順位を決定する。

(3)　1日目総当たり戦において、３チーム以上の勝点が同点の場合は、対象チームの

直接対戦成績を以って順位を決する。まず、対象チーム間の勝点、その次に得失点

差、最後に総得点を比較する。この時、対象チームが２チームに減った段階で、上

記(2)を適用する。

(4)　2日目順位決定戦において第４ピリオド終了時に同点の場合は、（公財）日本水

泳連盟水球競技規則に則りペナルティシュート戦にて勝敗を決する。この場合、第

４ピリオド終了後３分を経過した時点でペナルティシュート戦を開始する。

(5)　2日目順位決定戦においてのみ15点差がついた時点でコールドゲームとし試合を

終了する。

(6)　試合不成立の場合は、不参加または失格したチームを０対15にて不戦敗とす

る。

総合順位が１～３位のチームに表彰を行う。

また、MVP賞として二日間のすべての試合を通して最も多く得点をとった者１名に

得点王として表彰を行う。２人以上が並ぶ場合は二日目の得点数によって決する。

これによっても１名に定まらない場合はその者が所属するチームの順位によって決

する。

一日目はゴールなどのプールの片付けの手間を考え一日中借ります


